8-1-5　白書委員会

1.主な活動の記録

(1) 白書委員会等の開催

対外活動・白書委員会開催回数
：6回
白書委員会幹事会開催回数
：3回
(2) 活動の目的

建設コンサルタントを広く国民一般に知らせ、コンサルタントの活動に対する国民の理解を得るための媒体として、コンサルタントを取り巻く状況、コンサルタントの課題と今後の方向、コンサルタントの取組みなどについて取りまとめた「
建設コンサルタント白書」（平成19年度版）ならびにその「概要版」を作成することを目的とする。

なお、この白書は、国土交通本省、地方整備局等、発注当局との意見交換会に向けて作成する「要望と提案」の基礎資料としての性格を併せ持たせることとする。　

(3) 白書の読者対象

広い階層、分野の人々の関心に答え、活動・提言の全貌の正しい理解の拡大に努めることを目指し、以下の読者を念頭に置く。

①立法・行政機関

②発注機関

③入札・契約監視機構

④学識関係者

⑤工事施工者、関係産業界

⑥公共事業の合意形成関係者、利用者

⑦コンサルタント経営者

⑧コンサルタント内の技術者、目指す技術者

⑨関係する各種協会団体

(4) 白書の目次構成
白書は外部向けとし、コンサルタント業界としての対外的な取り組みを明示し、この年次報告とは明確に区別することとした。
記述項目は、大改定をおこなった平成18年度版をベースに、委員、支部関係者にアンケート、意見聴取を実施し、記載の必要性の高い項目を選別すると同時に、少数意見にも配慮し、委員会内部で選別し、この白書1冊があれば、検討した内容、アピールしたい事柄が明確になるように心がけた。

【目次構成】

第1章 建設コンサルタントを取り巻く状況

　　1-1 社会資本整備の現状と方向性

  　1-2建設コンサルタントを取り巻く状況

  　1-3 建設コンサルタントの概要

第2章 建設コンサルタントの課題と今後の方向

  　2-1 役割と活用

 　 2-2 求められる技術力

  　2-3 設計等業務体系と報酬・積算体系の改善

  2-4 品質
向上

 　 2-5 経営環境の変化への対応

  2-6適正な地位の確立

第3章 建設コンサルタントの取
り組み

 　 3-1 技術力強化

  3-2 コスト構造改革へ
の取り組み
 　 3-3 社会貢献活動

 　 3-4 中期行動計画の推進

 　 3-5 他協会
との連携による成果創出

巻末　参考資料、基礎データ
　　

(5) 執筆体制

　白書委員会では、上記の目次構成を吟味した上で、項目別に執筆担当委員会を定め、担当委員会で執筆者を選定、別途項
別に編集担当幹事を任命し、編集担当幹事が編集とりまとめを行うこととした。概要版については、編集担当幹事が、直接担当部分の執筆にあたった。

(6) 作成部数等

　　　白書　　　　　4,500部

　　　概要版　　　　2,000部

　なお、これらは協会ホームページ上にも全文公開した。
2. 次年度の活動について

次年度も同様に白書、ならびに概要版を作成する（継続）。

（白書委員会委員長　後藤　浩一）
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